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この冊子の聖句は，新改訳聖書第三版を使用しています。 

 

 

 

御茶の水キリストの教会 

 

 

 

１月２０日(月) 

 

クリスチャンとしての自分 

 

聖書朗読  マタイ１０：３４～４０  

自分のいのちを自分のものとした者は、それを自分のものとします。 

                           マタイ１０：３９ 

 

知り合いのティーンエイジャーが「人に指図されるのが嫌い」と言っているのを

聞きました。皆そうでしょう。私達は皆、自分らしく有りたいと思っています。私た

ちの社会は私たちに自立していることを求めます。私達はみせかけでなく本物で、自

然体であり、自分らしくあることを求められます。隣人を愛し、良い行いをしなけれ

ばなりませんが、自分自身に忠実であることも求められます。 

イエス様が言いたかったのはこういうことではありません。イエス様が言いたか

ったのは、私達は自分を捨てるべきであるということです。ガラテヤ人への手紙２章

２０節でパウロは、「私はキリストとともに十字架につけられました。もはや私が生き

ているのではなく、キリストが私のうちに生きておられるのです」と言いました。パ

ウロは自分の命をキリストに委ねるという真の信仰心を持つこと以外は必要ないと思

っていました。どこにもエゴやプライドが入る余地はありません。「自分のための時間」、

「私はどうなるの？」や「私が思うに」や「何が一番良いのか知っている」や「なん

でいつも私ばっかり？」などはないのです。パウロは日々、自分の命をキリストに差

し出し、キリストのうちにとどまるように、ただただ奮闘しました。 
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祈 り 聖なるお父様、今日私の中にいてください。あなた様を映し出すことが

できるようお助けください。聖霊を私のもとにお送りくださり、私の行

いを、思いを導き、「自分」を脇におくことができるようにお導き下さい。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

  

                 メリアン・バスキン 

                        テキサス州 サンアントニオ 

 

 



 

1月21日(火) 

 

羊のように優しくーそれともライオンのように！ 

 

聖書朗読  マタイ １１：２５〜３０ 

しかし、御霊の実は......柔和...          

ガラテヤ ５：２２− ２３ 

 

「優しく、親切な国家」というスローガンを覚えていますか？遡ること１９８８

年、このスローガンは到底実現しそうにありませんでした。考えが甘かったのでしょ

うね。多くの人が今の社会は優しく、親切であると思ってはいません。むしろ、残念

ながら現在では「優しさ」は強さというよりは弱さと捉えられているのではないかと

思います。 

今日の聖書朗読の箇所のマタイの福音書の中で、イエス様は全てを神に委ねるこ

とができることに感謝されておられます。イエス様の権威と力が皆に示されている中、

イエス様がご自身を「心優しく、へりくだっている」とおっしゃったことはどれだけ

特筆すべきことでしょう（２９節）。「心優しく」あろうと奮闘する指導者はどれぐら

いいるでしょうか？あなたは心優しい人であろうと努力をしていますか？ 

優しさの中には非常に大きな強さが存在します！感情をコントロールし、悪意の

ある人に対して親切に対応する、攻撃してくる者に対して耳を傾ける、状況を悪くす

るのではなく、良くするために人知れず働く強さです。御霊の実の一部として、これ

がまさに神が私達に望んでいる姿です！求めてくる人々全てに心優しく接しておられ

るイエス様を見て、心をイエス様に集中させましょう。他人に対して心優しく、強く

なれるよう神は私たちにチャンスを与えてくださっておられます。 
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祈 り 親愛なる神、みことばを学び、あなた様が望まれる人になりたいと思え

るようお助けください。 

イエス様のお名前でお祈りします。アーメン。 

 

ケヴィン B. レイチェル 

                        テネシー州 ナッシュビル 

 

1月22日（水） 

 

黄金律 

 

聖書朗読  マタイ１８：２１～３５ 

  お互いに親切にし、心の優しい人となり、神がキリストにおいてあなたがたを赦

してくださったように、互いを赦し合いなさい。 

                            エペソ ４：３２ 

 

私が12歳の頃、10歳の従兄弟が冗談でこう言いました。「僕のルールは、『自分

がしたいことだけをする』とか『お金を持っている人がルールを決めることができ』

っていうようなんだ。」 しかしイエス様は私たちにこうおっしゃられています。「何

事でも、自分にしてもらいたいことは、ほかの人にもそのようにしなさい。これが律

法であり預言者です。」（マタイ７：１２） 

今日の聖句の中の無慈悲なしもべは、あまり記憶力がよくなかったようです。こ

のしもべは王に慈悲を乞うたあと、王から赦しを受け、借金を免除してもらいました。

しかし、このしもべはしもべ仲間に対して、自分がして欲しかった（実際にしてもら

った）ようには接しませんでした。 

この例え話を読んだとき、もし全ての国の全ての人々が黄金律を守って生活した

らこの世の中は一体どうなるだろうと考えました。いじめ、ヘイト、戦争、腐敗、不

寛容、残虐な行為がこの世からなくなったら、そんな世の中に住むとはいったいどん

な感じなんでしょうか？ルイ アームストロングが歌った「この素晴らしき世界」にな

るのでしょうか。黄金律を本当に実践されていたお方はイエス様はただ一人です。そ

して私たちの中にあるイエス様の力によってのみ、私たちは黄金律を実践できるので

す。 
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祈 り ご在天のお父様、支払えない私たちの借金（罪）のため十字架にかけら

れた私たちの救い主について思ったとき、あなた様の無限の愛、めぐみ、

そして赦しを感じることができます。黄金律を実践できるようお助けく

ださい。そして私たちがすでに受けた祝福を、他の人も受けることがで

きますように。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

クリスティーン・アダムス 

ニューメキシコ州 ホブス 

 



 

1月23日（木） 

 

癒やし以上のもの 

 

聖書朗読  マタイ １４：２２− ３６ 

彼が私たちのわずらいを身に引き受け、私たちの病を背負った。 

                            マタイ ８：１７ 

 

新約聖書を読んだことがない人でも、イエス様が水の上を歩いた話は知っていま

す。私たちは、この偉大な奇跡に強く惹きつけられすぎて次に起きた奇跡をスルーし

てしまいがちです。 

湖を渡った先の街では、街中の病人がイエスのもとに連れてこられました。せめ

てイエス様の着物のふさにでも触らせてほしいとお願いしました。そして私たちはこ

の言葉を見るのです。「さわった人々はみな、いやされた。」 

確かに、多くの人が再現し、説明しようとした水の上を歩くことは大きな奇跡で

す。しかし、着物のふさを触っただけでその人々を癒やしたという事実もまた驚くべ

きことです。今の人たちは、健康のためや、病気の治療のために必死になります。キ

リストに従うものである私たちは、水の上を歩き、そして癒やし以上のものを与えた

御方からくる希望を持っています。イエス様は一時的な癒やし以上のもの（永遠の命）

をお約束してくださっておられます。 
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祈 り 親愛なる主よ。この手で、この心であなた様に触れたとき、私の魂を癒やし

てください。あなた様を求めて日々暮らしているとき、あなたさまの命と強

さで私を満たしてください。 

イエス様のお名前によってお願いいたします。アーメン。 

 

ロドニー・トーマス 

                          テキサス州 ラボック 

 

 

 

1月24日（金） 

 

邪 魔 

 

聖書朗読  マルコ１：１２～２８ 

すると、すぐにまた、その会堂に汚れたつかれた人がいて、叫んで言った。「ナザレ

の人イエス。あなたは私たちを滅ぼしに来たのでしょう。私はあなたがたがどなた

か知っています。神の聖者です。」 

                                     マルコ１：２３− ２４ 

 

私はA型の性格の持ち主です。TO DOリストを作り、すべての物が正しい場所に

収まらないと気が済みません。邪魔が入ると、私は集中力を失い、冷静でもいられな

くなります。そして、その邪魔のことで頭が一杯になってしまいます。イエス様はそ

うではありません。悪霊（サタン）がイエス様に叫んだとき、イエス様は会堂で教え

ておられました。イエス様はすぐにその状況を納め、教えに戻られました。イエス様

はその教えだけでなく、悪霊を追いやった権威で人々を驚かせました。 

悪霊はイエス様とイエス様の力を知っていたので、イエス様に憐れみをこいまし

た。私たちもイエス様に憐れみを求めて大声で叫んでいますか？ 

ダニエルは、神の憐れみを知っていたので、神に大声で助けを求めることができ

ました。（ダニエル書９：１８） 

詩篇２８篇６節では、神は私たちの願いの声を聞かれたと書いてあります。 

マリヤがエリサベスの家で、イエス様のあわれみは世々に及ぶと言いました（ル

カ１：５０）。 

私たちは、神がどういう御方で、神の力を正しく理解しているでしょうか？今日

の私たちにはどのように神のあわれみが必要でしょうか？私たちは、神が聞いてくだ

さることを知っています。ですから大声で叫びましょう。 

 

讃美歌 Ⅱ 167 

祈 り 親愛なる主、試みにあったとき、恐れを感じたとき、時間を取ってあなた

様に向かって大声で助けを求めることができるようお助けください。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

ゲイネル・トーマス 

                       ニューメキシコ州 ポータルス 

 

 



 

1月25日（土） 
 

最悪、イライラする日！ 
 

聖書朗読  マルコ６：３０～３６ 

私たちの大祭司は、私たちの弱さに同情できない方ではありません。罪は犯されま

せんでしたが、すべての点で、私たちと同じように、試みに会われたのです。                                      

                           へブル ４：１５ 
 

その日も今日のタイトルのような一日でした。全てに時間がかかり、ほとんどが

うまくいきませんでした。大切なプロジェクトに取り掛かっているときにインターネ

ットがダウンしてしまいました。夕食の準備を始めたそのときに、料理に必要な牛乳

がほとんどないことに気が付きました。冷蔵庫のドアを急いで閉め、コンロの火を消

して、急いでお店に買いに走りました。やっと寝る時間になっても、眠くなる代わり

に、その日の出来事が思い出され、怒りが沸き起こってきました。なんて日なのでし

ょう！ 

イエス様も周りが騒がしい日を過ごしていました。弟子たちもイエス様に一日の

出来事、良かったこと、がっかりしたことを聞いて欲しいと思っていました。イエス

様は彼らに、寂しいところへ行きなさいとおっしゃいましいた。（31 節）しかし、イ

エス様と弟子たちには、多くの人々が集まり、彼らが出ていくのを見て、それに気づ

いて先回りしてイエス様を待ちました。そこには「ひとりの時」はなく、ゆっくりす

る時間を持つことは出来ませんでした。しかし、イエス様と弟子たちはそれを受け入

れました。 

別の日、イエス様は病気の子供を癒やしに行く途中で呼び止められました。ある

女性がイエス様の服に触れました。イエス様が彼女にお話をされている間に、イエス

様の任務は癒やすことから生き返らすことへと変わりました。 

イエス様と弟子たちも、私たちと同じように忙しすぎたり、物事が予定通りに進

まなかったことが今日の聖書の箇所に書かれています。イエス様と弟子たちがそのよ

うな経験をしたからこそ、私たちのイライラする気持ちを理解してくださいます。ス

トレスがある時、イライラするときこそ、もうだめだとギブアップするのではなく、

神様に祈り、心を静めて一呼吸おき、イエス様に全てを委ね、恵みに感謝し乗り越え

て行きましょう。 
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祈 り 聖なる神、最悪で、不愉快極まりなく、イライラする日を理解してくだ

さり感謝いたします。このような日は、イエス様のくださっためぐみで

乗り越えられるようお助けください 

イエス様のお名前によって。アーメン。 
 

コニー・S・スティネット 

                         オクラホマ州 ターレカ 

 

1月26日(日) 

 

2つの奇跡 

 

聖書朗読  ルカ ６：４５～５２ 

人々はみな、ひどく驚き、神をあがめ、恐れに満たされて、「私たちは、きょう、驚

くべきことを見た。」                  ルカ５：２６ 

                             

 

今日の聖句は、実際は2つの奇跡についての話だったため、弟子たちがどちらに

驚いたかはわかりません。弟子たちが心から驚いた（51節）と書いてありますが、マ

ルコはどちらにとははっきりとは書いていません。弟子たちはイエス様が水の上を歩

いたから驚いたのでしょうか？それとも、イエス様が風をとめた事実にでしょうか？

イエス様が水の上を歩いたという奇跡は否定することはできませんが、常に天候のな

すがままである漁師にとって、天候をもコントロールしたことは本当に大きな驚きで

あったでしょう。 

私たちの生活の中で、主は主の働きの中で、一つ以上の奇跡を見せてくださるこ

とがあります。例えば、私たちの祈りに応えてくださるとき、主は祈りに応えてくだ

さったということ、そして主は本当に私たちの祈りを聞いてくださったということい

うことです。聖霊が私たちに元気づける言葉をかけたり、励ましに行くよう促し、そ

してその行いが実ったとき、私たちは、前向きな結果と、そして御霊が私たちの中で

働いてくださったという確証という2つの祝福を受けることになります。私たちは弟

子たちと同じように、日々神のみわざを目撃します。私は本当に驚きます。そして弟

子たちと同じように、どのめぐみが一番すごいのか私たちには決められないでしょう。 

 

讃美歌 Ⅱ 57 

祈 り   親愛なる神、あなたのみわざ全てに驚きます。私の目を開いてあなたの

みわざを見ることができますように。そして聖霊の力によって私の命を

お使いください。 

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

ジョシュ・ボイド  

                      インディアナ州 ラファイエット 

                 


